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平成２０年３月期中間（連結・単独）業績予想の修正について

平成２０年３月期中間（平成１９年４月１日～平成１９年９月３０日）の業績予想について、平成１９年５月１８日付当
社「平成１９年３月期決算短信」及び平成１９年６月２９日付当社「特別利益及び特別損失の発生と中間・通期（連結）業
績予想の修正について」において発表いたしました業績予想を下記のとおり修正いたします。

記

１．平成２０年３月期連結業績予想の修正
中間期（平成１９年４月１日～平成１９年９月３０日） （単位：百万円）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

前回予想 （Ａ） ４，５７６ ６８ ６８ △ ２３５

今回修正 （Ｂ） ４，７３２ △ ２４ ６６ △ ２９９

増減額 （Ｂ－Ａ） １５６ △ ９２ △ ２ △ ６４

増 減 率 ３．４％ － △ ２．９％ －

前期（平成１９年３月中間期）実績 ４，５９３ △ １０３ △ １１ △ ４２

２．平成２０年３月期単独業績予想の修正
中間期（平成１９年４月１日～平成１９年９月３０日） （単位：百万円）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

前回予想 （Ａ） ４，５７６ ６７ ６７ ７０

今回修正 （Ｂ） ４，７３１ △ １ ３３ ２１

増減額 （Ｂ－Ａ） １５５ △ ６８ △ ３４ △ ４９

増 減 率 ３．４％ － △ ５０．７％ △ ７０．０％

前期（平成１９年３月中間期）実績 ４，３１３ △ ６１ △ １０ △ １３

３．修正理由
連結、単独ともに売上高は、ベントナイト事業につきまして、鋳物は、一部に弱い動きが見られるものの全体とし

ては自動車の生産台数が引き続き好調に推移、価格改定等の影響も寄与して大幅な増収となりました。土木建築関係
は、前期から続いた都市再開発やマンション関連の需要増等により増収となりましたが、ペット関係は個人消費の伸
び悩みを背景とした低価格競争が厳しく減収となり、全体としては当初予想より増収となりました。アグリ事業につ
きましては、農薬の市場ニーズが粉剤から当社で従来より製造している粒剤へシフトしたため受注が増加し、溶出制
御剤も引き続き堅調なことから、当初予想より増収となりました。化成品事業につきましては、環境保全処理剤が市
場悪化により、また、クニピアにつきましても前期好調に推移した輸出の反動により、前期に比べ大幅な減収となり、
当初予想に対しても減収となりました。
以上の結果、全体としては当初予想より増収となりましたが、価格改定等の寄与が下期中心となることから原材料

価格の値上がりを吸収しきれず、営業損失を計上することとなりました。さらに、子会社における投資先からの受取
配当金が当初見込みを上回ったものの、為替差益が大幅に減少したこと等により、経常利益並びに当期純利益につき
ましても、減少いたしました。
なお、通期の見通しにおきましては、ベントナイト事業につきましては、適正な価格への改定に加え、原材料の見

直し等のコストダウンの諸施策を引き続き推し進めるとともに、化成品事業部門につきましても、環境保全処理剤や
クニピアの積極的な拡販、止水材の海外展開の推進や新商品投入等による国内販売の強化により、売上及び利益の確
保を図ることから、当初予想の変更はございません。

以上


